
試験研究成果普及情報 

［目的及び背景］ 

 これまで排泄リン量の低減化について、採卵鶏用飼料へのフィターゼ（Phy）添加効果を確認する多くの試験が行わ
れてきたが、Phyの添加量はブロイラーや卵用鶏ヒナの試験成績をもとにしたもので、500～1000単位/kgのPhy添加が行
われてきた。しかし、採卵鶏を用いてPhy添加水準を検討した試験は行われておらず、採卵鶏用飼料へのPhy適正添加水
準量については明らかにされていない。またPhyは価格的に高価であり、今後Phyの普及や飼料コストを抑えるためにも
適正添加水準量の検討を行い、Phy添加量の削減を行う必要がある。 

［成果内容］ 

１.トウモロコシ・大豆粕主体で、非フィチンリン（npP）含量0.15％の採卵鶏用低npP飼料へPhyを600、400、200、０
単位／kg添加して産卵成績等を検討した結果、至適添加水準量は、200単位/kg程度と示唆された。 

２.npP含量0.15％の採卵鶏用低npP飼料にPhyを200単位/kg添加した場合、産卵成績等は市販のnpP含量0.43％飼料と統
計的に差のない成績が得られ、この場合の排泄リン量は市販飼料給与のに比べ産卵前期で56％、産卵後期で52％の低減
となった。 

［留意事項］ 

1.フィターゼ活性のある麦類や粕類の飼料原料を用いることにより、Phyの至適添加水準 量は変動する。 

2.本試験は開放式ケージ鶏舎での成績のため、高密度システム鶏舎等への応用についは、 今回と異なる反応が起こる
可能性がある。またさらに、強制換羽処理等による長期採卵 についても同様である。 

［普及対象地域］ 

県内全域 

［行政上の措置］ 

［普及状況］ 

［成果の概要］ 
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［要約］トウモロコシ・大豆粕主体で非フィチンリン(npP)含量0.15％の採卵鶏用飼料へのフィターゼ添加量
を200単位/kgにまで低下させても、市販飼料給与区並の産卵成績等が得られ、排泄リン量は約50％低減でき
る。 
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